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冬季の省エネルギー対策について 

－省エネルギー・省資源対策推進会議省庁連絡会議－ 

 

  

 

 

関連省庁・団体からのお知らせ 
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「もったいないゼロプロジェクト」始動 

－ 生団連 － 
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食 Pro.によるキャリア・アップのイメー

ジ 

国家認定制度「食の６次産業化プロデューサー」のご紹介 

－一般社団法人食農共創プロデューサーズ－ 

「会報 日食協」読者の皆様、はじめまして。国家認定制度「食の６次産業化プロデューサー

（愛称：食Ｐｒｏ.）」を運営する一般社団法人食農共創プロデューサーズと申します。今回は加

工食品流通分野でご活躍されている会員の皆様に、「食Ｐｒｏ.」制度について広く知っていただ

くため、誌面をお借りいたしました。この機会に、少しでも多くの皆様が当制度についてご興

味・ご関心をもっていただければ幸いです。 

１．農林水産分野の成長戦略「６次産業化」 

食Ｐｒｏ.は農林水産業の６次産業化を牽引できる人材を育てるために、内閣府の実践キャリ

ア・アップ戦略 キャリア段位制度のひとつとして整備された制度です。「６次産業化」とは、

農林漁業者が農林水産物の生産（１次産業）と加工・販売（２次・３次産業）を一体的に行い、

自然エネルギーや地域資源を活用した新たな産業を創出することです。ＧＤＰにおける農林水産

業分野の割合は全体の１％程度にすぎませんが、政府は６次産業化を成長戦略の 1つに位置づけ、

農業については今後１０年間で産業全体での所得倍増を目指しています。 

６次産業化を推進するためには、①規制や制度の改革、②産業構造の再編、③人材育成が必

要とされています。この中で最も時間を要し、中長期的な視点で有効な施策を必要とするのは、

人材育成です。政府は６次産業の市場を、現在の１兆円から２０年後には１０兆円にすることを成

長目標としています。その実現には人材がカギとなっています。農林水産物を高付加価値化さ

せる事業の企画や、市場開拓の先導、参画する主体間の利害関係の調整、異業種横断プロジェ

クトの組成・推進などで、実績を上げることができる人材が求められています。 

２．食分野で新しい価値を創造できる人材を育てる 

食Ｐｒｏ.制度は上記のような人材の育成を目的とし、農林水産分野や食品分野、経済分野な

ど多くの関係者、有識者による協力のもと、平成２５年にスタートしました。現在はレベル１～４

の４段階で認定を実施しており、高校生から社会人まで幅広い年代の方々に取り組んでいただ

いております。 

この制度の特徴は、「知識（わかる）」と「実践的スキル（できる）」の両面から評価する

点です。従来の資格制度では知識に重点が置かれる場合が多いですが、食Ｐｒｏ.では現場の即戦

力となるべく、実践的スキルにも重点を

置いています。また、段階的な資格制度

のため、自分の現状に近いレベルから取

り組み、ステップアップを目指していく

ことができます。これまでに全国で１４８

名※がレベル認定を受けており、今後の

活躍が期待されます。また、「知識（わ

かる）」については認証された育成プロ

グラムを修了する必要があり、これまで
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に３０のプログラムが認証されています。育成プログラムの受講可能な地域は全国の約半数の都

道府県に広がり、受講者は２，０００名（定員ベース）を超えています。社会人向けにレベル設定

されたプログラムも多数あり、民間企業や行政、大学が主催する多くのプログラムで、農林水

産業の方だけでなく、食品産業やコンサルタント、行政、金融機関の方など幅広い分野の方が

学ぶ場となっています。 

※内訳 レベル４（プロレベル）：３４名、レベル３：３３名、レベル２：８名、レベル１：７３名 （平成２４年１２月１日現在） 

３．全国で活躍する食Ｐｒｏ.レベル４ 

 現在の最高段位であるレベル４は、既に６次産業化に関する実績があり、自ら戦略を考え、行

動できる人材を認定しています。これまでに、食品流通業、食品製造業、農林漁業、コンサル

タント、研究機関と多岐に渡る分野の方が認定を受けています。今回は高知県でご活躍されて

いるレベル４の峠 篤士さんの事例をご紹介します。 

 峠さんが活動した高知県東部の馬路村では、柚子の生産が盛んで、柚子加工品による村の活

性化を図っており、６次産業化の先導的モデルとなっていました。しかし、知名度が上がるに

つれて、顧客への発送が追いつかないという問題が発生していました。通信販売会社で働いた

経験があり、高知県の産品を全国へ発送するノウハウを持っていた峠さんは、２００４年に村内の

農協に就職し、受注システムの見直しと体制強化に取り組みました。さらに新商品開発にも取

り組み、現在、農協では柚子の果汁ドリンクや調味料、化粧品の販売も行っています。 

６次産業化では、生産、加工、販売に携わる方や支援者など、多くの関係者との連携が必要

です。峠さんはプロジェクトの中核的人材として、全体をマネジメントし、進行役を務めまし

た。現在は高知県よろず支援拠点のサブコーディネーターとして、高知県内の様々な６次産業

化事業の振興にご尽力されています。 

食品流通分野でも大手企業の方がレベル４として認定を取得されています。生産者・製造者

と消費者をつなぐ食品流通分野は、６次産業化の要となる部門ですから、ますます多くの方に

食Ｐｒｏ.の制度を活用していただければ幸いです。 

４．未来を担う食Ｐｒｏ.を育てよう 

食Ｐｒｏ.ではプロ人材の認定だけでなく、次世代に活躍できる人材の育成にも取り組んでいま

す。静岡県立焼津水産高校は平成２５年にレベル１の育成プログラム認証を受け、海洋科学科、

食品科学科、栽培漁業科、流通情報科の生徒が食Ｐｒｏ.認定を目指しています。 

食品科学科では、「３年間で食のプロフェッショナルになる」という目標を掲げています。

水産物の扱い方や食品加工の方法について学んでいるほか、地元企業と連携した商品開発にも

取り組んでいます。高校生の発想力と地元企業の技で、サバのふりかけや魚醤油などの優れた

商品を開発し、静岡県で高い人気を得ています。 

生徒さんは高校でレベル１を取得する予定ですが、卒業後も食Ｐｒｏ.によるキャリア アップを

継続し、水産分野や食分野の成長に貢献できるような人材に育って欲しいと期待しています。 

食Ｐｒｏ.はまだ始まって間もない制度ですが、今後も６次産業化分野で活躍できる人材を育成

し、地域経済の発展に貢献できるよう努めてまいります。 

注）本稿の一部は、株式会社三菱総合研究所が発行する MRI マンスリーレビュー 2013 年 12 月号トピックス「農

林水産業の 6 次産業化を実現するために」の記事を転載。 
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～食Ｐｒｏ.シンポジウム２０１５を開催～ 

 

一般社団法人食農共創プロデューサーズでは、食Ｐｒｏ.制度のこれまでの成果や取組内容を、広

く皆様に知っていただく機会として、この度「食Ｐｒｏ.シンポジウム２０１５」（平成２７年１月２２日

（木）１３：３０～１７：００）を企画しました。食 Pro.制度にご興味、ご関心をお持ちの方が、この

制度についての理解を深め、段位認定者とネットワークをつくる場として、ご活用いただける

ものと思います。ご参加には事前登録が必要となりますので、下記ホームページよりお申込く

ださい。傘下会員の皆様のご参加を、心よりお待ちしております。 

 

《 シンポジウム概要 》 

 

日  時：平成２７年１月２２日（木） １３時より受付開始 

      第１部 成果報告会  １３：３０～１７：００ 

      第２部 交 流 会  １７：１５～１９：００ 

 

場  所：ＴＫＰ赤坂駅カンファレンスセンター ホール１４Ｂ 

（住所 東京都港区赤坂２-１４-２７ 国際新赤坂ビル東館 １４Ｆ） 

 

参集範囲： 

● 既に段位認定を受けている方 

● 育成プログラム実施教育機関のご担当者 

● 「わかる」「できる」のレベル判定を受けられた方 

● 段位認定を受けたい方（学生、事業者、支援者、関連業界等） 

● 育成プログラムの実施に興味がある方（教育機関、自治体、企業等） 

● 食ＰＲＯ.人材の活用を検討されている方 

● メディアの方 

 

定  員：１００名 

 

参 加 費：第１部 成果報告会：無料 

第２部 交 流 会：1 名につき４，０００円 

 

参加登録方法：食の６次産業化プロデューサー ホームページ http://www.6ji-biz.org/ 

 「食Ｐｒｏ.シンポジウム２０１５」事前登録ページより、必要事項をご記入の上、参加登録を行っ

てください。（定員１００名です。お早目にご登録ください。） 
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URL：http://www.6ji-biz.org/pdf/syoku_pamp.pdf 

http://www.6ji-biz.org/pdf/syoku_pamp.pdf
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